
思
量
蓮
菰
へ
塗
扁

淳
一
ア
ジ
ア
1
5
団
体
と

　
岡
山
市
の
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
と
ア
ジ
ア
各
地

の
1
5
団
体
が
1
3
日
、
災
害
時
に
連
携
し
て
救
援
活
動
に
取
り
組

む
ネ
ッ
ト
マ
・
Ｉ
・
ク
を
立
ち
上
げ
た
。
地
震
や
津
波
な
ど
の
災
害

情
報
を
共
有
し
て
受
け
入
れ
と
出
動
態
勢
を
整
え
、
各
団
体
が

協
力
し
て
迅
速
な
救
援
活
動
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
だ
。

　
韓
国
や
台
湾
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ト
ル
コ
な

ど
ア
ジ
ア
の
1
3
の
国
と
地
域
か

ら
医
療
や
救
援
団
体
の
代
表
者

ら
が
岡
山
市
内
に
集
ま
り
、
ネ

ッ
ト
マ
・
Ｉ
ク
設
立
の
宣
言
文
に

調
印
し
た
。

　
名
称
は
「
ア
ジ
ア
相
互
扶
助

災
害
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
交
流
の
あ
る

各
団
体
に
設
立
を
呼
び
か
け

た
。
２
０
１
１
年
に
東
日
本
大

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
宣
言

に
署
名
す
る
ア
ジ
ア
各
地
の

団
体
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
＝
岡

山
市
北
区
奉
還
町
２
丁
目
の

岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
ー
’

震
災
が
発
生
し
た
時
、
海
外
か

ら
多
く
の
救
援
団
体
が
日
本
に

駆
け
つ
け
た
が
、
移
動
手
段
や

宿
泊
場
所
、
食
事
な
ど
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
後
方
支
援
）

が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
へ
の
反

省
が
、
設
立
の
き
っ
か
け
の
一

つ
に
な
っ
た
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
現
地

の
国
の
団
体
が
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
セ
ン
タ
土
を
設
け
、

各
団
体
か
ら
調
整
役
の
ス
タ
ッ

フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
る
。
セ
ン
タ
ー
が
被
災
地
ま

で
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
後
方
支
援
業
務
を
一

元
的
に
管
理
。
各
団
体
は
一
刻

も
早
く
現
地
入
り
を
目
指
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
約
４
０
０
人

の
医
師
や
看
護
師
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
世
界
各
地
の
被
災
地

に
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で

も
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
海
外
か

ら
の
支
援
を
仰
ぐ
た
め
に
も
横

断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
切

と
い
う
。

　
調
印
式
の
会
見
で
、
各
団
体

の
代
表
者
ら
は
「
個
別
に
活
動

す
る
よ
り
も
一
緒
に
活
動
し
た

方
が
大
き
な
力
に
な
る
」
な
ど

と
話
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
は

　
百
本
に
も
災
害
が
く
る
。
そ

の
時
は
す
べ
て
の
団
体
が
日
本

人
を
助
け
て
く
れ
る
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
世
界
で
効

率
的
な
救
援
活
動
に
取
り
組
み

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
村
治
彦
）
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